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ポスター演題一覧

1　調剤・処方監査・オーダリング

001 盛岡市内の病院における簡易懸濁法の現状と問題点の検討
1 岩手医科大学　薬学部　創剤学講座、2 岩手医科大学附属病院　薬剤部、
3 盛岡赤十字病院　薬剤部、4 岩手医科大学　薬学部　臨床薬剤学講座
松浦　誠 1、川又　歩 1、朝賀　純一 2、梅村　景太 3、工藤　賢三 2,4、佐塚　泰之 1

002 医師に対する薬剤師が行う薬学的疑義照会の意識調査
1 東京理科大学　薬学部、2 自治医科大学　医学部
阪川　望 1、鹿村　恵明 1、根岸　健一 1、上村　直樹 1、　石川　鎮清 2

003 新たに構築した注射剤監査支援システムの安全性の評価
医療法人社団浅ノ川金沢脳神経外科病院　薬剤部
宮口　輪子、淤見　優子、穴田　真奈美、伊藤　佳奈、竹内　文彦、熊橋　裕人

004 PTP シート全自動薬剤払出機による入院処方調剤業務を開始した効果について
静岡県立静岡がんセンター　薬剤部
佐藤　哲、村上　ひろみ、大西　智久、篠　道弘

005 注射薬袋の作成について
函館新都市病院　薬剤科
和田　育男、濱谷　忠佑、竹内　弘毅、紺野　昌洋

006 注射薬の処方監査を支援する “ チェックシート ” の有用性について
1 名古屋市立大学病院　薬剤部、
2 名古屋市立大学大学院　医学研究科　臨床薬剤学
加藤　秀紀 1、黒田　純子 1、水野　裕之 1、江崎　哲夫 1、木村　和哲 1,2

007 レベチラセタム新規ドライシロップ剤の調剤における分包誤差
静岡県立大学　薬学部　薬学科　実践薬学分野
笹野　知海、内田　信也、並木　徳之

2　医薬品情報

008 経管投与時における安全な抗がん薬治療の推進に向けた簡易懸濁法の適応性評価
1 兵庫医療大学　薬学部　医療薬学科、2 兵庫医科大学病院　薬剤部、3 横浜薬科大学、
4 岡山大学　薬学部、5 昭和大学　薬学部、6 姫路獨協大学　薬学部
池本　憲彦 1、戸屋　成未 1、朴　美姫 1、奥山　美結樹 1、畠山　和子 1、室　親明 2、
木村　健 2、比知屋　寛之 3、座間味　義人 4、倉田　なおみ 5、清原　義史 6、駒田　富佐夫 6、
重松　誠 1、森山　雅弘 1、天野　学 1
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009 医薬品安全性対策のための病院情報データベースの利活用
1NTT 東日本関東病院　薬剤部、
2 独 ) 医薬品医療機器総合機構 安全第一部 企画管理課 医療情報データベースシステム管理室
折井　孝男 1、小川　倫洋 2

010 東海大学医学部付属病院担当 MR への医薬品情報に関する意識調査
－製造承認条件としての RMP 義務付けに向けた積極的情報提供を求めて－
東海大学医学部付属病院　薬剤部
岸川　悦子、矢野　忠、市川　訓、宮坂　宗男

011 医薬品インタビューフォームを情報源とした後発医薬品の銘柄整理方法の検討
名城大学　薬学部　薬学科
矢代　有梨奈、大津　史子、後藤　伸之

012 医薬品情報からみた腹膜透析液の問題点とこれからの添付文書の在り方に関する
意識調査
東海大学医学部付属病院　薬剤部
小板橋　秀正、岸川　悦子、矢野　忠、市川　訓、宮坂　宗男

013 生活習慣病治療薬におけるＰＴＰシートの表示及びピッチコントロールの現状
1 徳島文理大学　薬学部　医療薬学講座、
2 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部医薬品機能生化学分野
澤口　朋美 1、笹屋　恵美 1、塚前　阿李紗 1、土屋　浩一郎 2、庄野　文章 1

014 医療関係者に対する後発医薬品の意識調査
杏林大学医学部付属病院　薬剤部
若林　進、篠原　高雄、永井　茂

015 CUD の観点からみた一般用医薬品添付文書の視認性の検討
東京理科大学　薬学部　薬学科
金子　晃大、小池　紗織、工藤　有華、河住　早波、　木下　教之、根岸　健一、
上村　直樹

016 医薬品処方時の肝機能・腎機能検査実施率向上への取り組みと評価
大分大学医学部附属病院　薬剤部
佐藤　雄己、遠山　泰崇、伊東　弘樹

017 周術期に血栓リスクがある女性ホルモン剤の添付文書の比較検討
1 広島大学病院　薬剤部、2 大船中央病院薬剤部
柴田　ゆうか 1、舟越　亮寛 2、木平　健治 1
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018 バルプロ酸ナトリウムのジェネリック製剤の品質評価
福山大学　薬学部
五郎丸　剛、塚元　貴子、五反田　咲、土本　美咲、池田　拓也、江藤　精二

019 非抗不整脈薬における QT/ QTc 間隔の延長と催不整脈作用の潜在的可能性に
関する臨床評価について　DPP ４阻害剤を例にして
東京都立大塚病院　薬剤科
石田　留美、蓮井　謙一、舩津　久美

020 一般用解熱鎮痛薬の添付文書の「製品の特徴」等の記載について
1 帝京平成大学　薬学部、2 武蔵野大学　薬学部
齋藤　充生 1、鈴木　由美 1、千葉　愛実 2、湯田　康勝 2、大室　弘美 2

021 アミノ酸輸液中におけるメロペネムの安定性に関する検討
武庫川女子大学　薬学部　臨床製剤学講座
丹下　美緒、高子　優子、吉田　都、櫨川　舞、原口　珠実、内田　享弘

022 口腔内崩壊錠の経時的崩壊性評価－市販ドネペジル塩酸塩口腔内崩壊錠 10 mg 
を例にして－
武庫川女子大学　薬学部　臨床製剤学講座
櫨川　舞、原口　珠実、吉田　都、内田　享弘

023 医師が受け取る添付文書改訂情報の頻度分析
1 大阪大谷大学　薬学部、2 高の原中央病院　薬剤科
初田　泰敏 1,2、生長　千恵子 1、川西　園代 1、池田　賢二 1、西井　諭司 1、谷口　昌彦 2、
小川　雅史 1

024 アルツハイマー型認知症周辺症状に対するメマンチンの作用：メタアナリシスに
よる作用の評価
静岡県立大学　薬学研究院
井出　和希、豊泉　樹一郎、山田　浩

025 医師・薬剤師における抗癌剤による眼の副作用の認知度
1 東京大学　薬学部、2 東京大学大学院　薬学系研究科　医薬品情報学講座、
3 東京大学大学院　情報学環・学際情報学府
中嶋　瞳 1、三木　晶子 2、佐藤　宏樹 2、堀　里子 2,3、　澤田　康文 2
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3　医薬品管理、使用状況調査

026 口腔内崩壊錠の有用性の検証～患者意識調査を踏まえて～
1 東ファーマシー（株）　ゆうゆう薬局、2 東ファーマシー（株）　あずま薬局、
3 アローファーマ（株）　潜竜調剤薬局、4 なごみ薬局、5 ケミストアンドファーマシスト、
6 第一薬科大学
河野　吉昭 1、大串　彩 1、岡元　みなみ 1、田代　泰理 1、　田辺　晃啓 1、水町　隆平 1、
福田　淳 2、藤田　今日子 2、永崎　一樹 3、矢敷　潤 4、香月　信一郎 5、木戸　宏幸 5、
湯川　栄ニ 6

027 バーコードを利用した MR 訪問管理システムの構築とその有用性
岐阜市民病院　薬剤部
甲田　明英、梅田　道、大野　佑城、市橋　厚司、水井　貴詞、後藤　千寿

028 当院でのがん化学療法における G-CSF バイオシミラー製剤と先発品の比較検討
愛仁会　千船病院　薬剤科
木村　真策、吉岡　大樹、石田　あい、上田　華世、喜多川　緑、田中　比奈子、
松尾　多恵、久保　智士、山崎　瑞貴、藤本　智大、　鶴崎　亮、青木　美沙、北森　翔子、
松谷　和子、中川　巌、三嶋　仁美

029 広島大学病院におけるオピオイドローテーションの実施件数とその分析
広島大学病院　薬剤部
角山　政之、友田　江美、新藤　清美、木村　優実、木村　康浩、木平　健治

030 透析患者の高リン血症治療薬・VD 製剤・Ca 受容体作動薬の使用実態
摂南大学　薬学部　薬学科
金澤　早紀、塙　由美子、山本　淑子

031 調剤済麻薬廃棄届による麻薬廃棄調査
一宮市立市民病院薬剤局
山村　益己、吉田　昌子

032 後発医薬品の数量シェア 60％を目指した取り組み
独立行政法人　労働者健康福祉機構　中国労災病院
中村　護、福田　結彩、濱崎　浩一、畝　知己、福原　伸治、西園寺　真二、竹田　克明、
前田　頼伸

033 鹿児島大学病院における経口血糖降下薬と持効型インスリンの併用療法の実態調査
1 鹿児島大学病院　薬剤部、
2 鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　薬物動態制御学分野
橋口　怜未 1、近藤　智子 1、内村　弘彦 1、下堂薗　権洋 1、池田　龍二 1,2、武田　泰生 1,2
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034 偽膜性腸炎に対するメトロニダゾール投与患者の実態調査
龍ケ崎済生会病院　医療技術部　薬剤科
檜山　知美、田中　幸子、吉田　直弘

035 レバグリニドへの変更患者における状況調査
1 鹿児島厚生連病院　薬剤科、2 鹿児島厚生連病院　糖尿病内科
山路　智凡 1、中村　有莉恵 1、前村　由佳 1、赤星　真広 1、上原　友美 1、石神　誠子 1、
池増　鮎美 1、神門　孝典 1、佐多　照正 1、細山田　香 2

4　輸液・経腸栄養管理

036 注射薬中に混入する重合開始剤の毒性評価
1 岡山大学病院　薬剤部、2 岡山大学　薬学部　臨床薬剤学
河崎　陽一 1、坪井　千明 2、久原　典子 2、森実　美和 2、　高井　真理子 2、八木　健太 1、
江角　悟 1、北村　佳久 1,2、千堂　年昭 1

037 分散性が低く簡易懸濁法の適用が困難な医薬品に対するバッグ型注入器の有用性
北海道薬科大学　薬学部　薬剤学分野
高橋　真央、戸上　紘平、丁野　純男

038 ハートセンター CCU における注射薬適正使用に向けた病棟業務の構築
福岡大学病院　薬剤部
江口　清子、土倉　史香、森脇　典弘、波多野　純義、鷲山　厚司、二神　幸次郎

039 褥瘡担当薬剤師が行う TPN 業務の発展
東邦大学医療センター　佐倉病院　薬剤部
小野田　稔久、浦野　敦、佐野　君芳、真坂　亙

040 新生児へのインスリン微量持続投与時における投与セットへの吸着に関する研究
―総合ビタミン剤を用いた吸着防止法の検討―
1 東京理科大学　薬学部　生命創薬科学科、2 茨城県立こども病院　新生児科
下大川　安津沙 1、下村　斉 1、吾郷　耕彦 2、青山　隆夫 1

041 テオフィリン徐放ドライシロップにおける簡易懸濁時の溶出性の検討
1 群馬県済生会前橋病院　薬剤部、2 北陸大学　薬学部、3 金沢医科大学病院　薬剤部、
4 知命堂病院　薬剤科、5 三条東病院　薬剤科
秋山　滋男 1、毎田　千恵子 2、中田　いちこ 3、宮東　利恵 3、武藤　浩司 4、岡村　正夫 5、
興村　桂子 2、久保田　洋子 2、西尾　浩次 3、宮本　悦子 2
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042 簡易懸濁法用の「倉田 - 盛本式高速簡易懸濁・注入バッグ」の開発と懸濁時間の
評価
株式会社モリモト医薬　本社
松永　祐士、中川　薫、山本　将勝、野崎　雅男、盛本　修司

043 当院における TPN 施行患者の脂肪乳剤投与状況と栄養状態について
神戸大学医学部附属病院　薬剤部
北村　直子

5　製剤試験・院内製剤

044 ペパーミントオイル懸濁液における製剤としての安全性および経済性の検討
東北薬科大学病院　薬剤部
菊池　大輔、上岡　泰弘、布施　克浩、土屋　節夫、畑中　貞雄

045 非イオン系ヨード製剤の造影能評価－ X 線薬剤物性に基づく理論式の導出－
1 名古屋大学大学院　医学系研究科　医用量子科学講座、
2 名古屋大学医学部附属病院　放射線部
今井　國治 1、内藤　啓介 1、藤井　啓輔 1、川浦　稚代 1、池田　充 1、西本　卓也 2、
森　政樹 2

046 アセトアミノフェン坐剤の溶出性・硬度の比較
慶應義塾大学　薬学部　実務薬学講座
黒田　裕子、徳田　真実、井上　舞鳥、前澤　佳代子、木津　純子

047 服薬コンプライアンス向上を目的としたゲル被膜カプセルの溶出に関する製剤学
的評価
摂南大学　薬学部　医療薬学研究室
佐野　良輔、高山　裕、江浦　將暉、三田村　しのぶ、小森　浩二、首藤　誠

048 院内製剤のトレーサビリティの向上を目指した品質管理システムの構築
京都大学医学部附属病院　薬剤部
山本　崇、南　いく子、志田　あゆみ、大澤　理代、山際　岳朗、大村　友博、米澤　淳、
深津　祥央、矢野　育子、松原　和夫

049 フッ素コーティングガラスと医薬品の相互作用の検討（１）
1 東京理科大学　薬学部　医療デザイン学、2 株式会社ナミコス
大津　早紀 1、河野　弥生 1、荒俣　章文 2、花輪　剛久 1
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050 画像編集ソフトを用いた簡便な院内製剤品質確認方法の開発検討
旭川医科大学　薬剤部
久保　靖憲、小枝　正吉、神山　直也、櫻庭　好祐、嘉手川　修子、鈴木　百華、岩山　訓典、
田原　克寿、小野　尚志、小川　聡、粟屋　敏雄、田崎　嘉一

051 アミティーザカプセルの簡易懸濁法による経鼻経管投与の適否と配合変化
1 徳島文理大学　薬学部、2 吉備高原ルミエール病院　薬剤科、
3 徳島赤十字病院　薬剤部、4 第一薬科大学
石田　志朗 1、本池　慶 1、岡本　育子 1、山川　和宣 1、渡辺　智康 2、安藤　哲信 2、
鈴江　朋子 3、岡野　善郎 4

052 錠剤の粉砕調剤における薬剤損失と分包紙への付着
1 徳島赤十字ひのみね総合療育センター　薬剤課、2 徳島文理大学　薬学部、
3 大洗海岸病院　薬剤部、4 かすが薬局、5 徳島赤十字病院　薬剤部、6 第一薬科大学
浜田　茂明 1、石田　志朗 2、山川　和宣 2、新井　克明 3、浅井　良 4、鈴江　朋子 5、
岡野　善郎 6

053 リオトロピック液晶を用いた経皮吸収製剤の開発
静岡県立大学　薬学部　薬学科
村田　明子、内野　智信、宮嵜　靖則、賀川　義之

6　薬剤管理指導・病棟薬剤業務

054 当院における持参薬管理システムの運用について
1 医療法人渓仁会　札幌西円山病院　薬剤部、2 看護部、3 診療部
高木　淳子 1、阿部　孝行 1、高倉　みなみ 1、老松　亜希子 1、倉林　誠 1、池井　良貴 1、
山田　英俊 1、三浦　直子 2、橋本　茂樹 3、横串　算敏 3

055 膝関節疾患での術後抗血栓薬再開基準の作成
～ PBPM（Protocol-Baced Pharmacotherapy Management）の一例～
1 広島市立安佐市民病院　薬剤部、2 広島市立安佐市民病院　整形外科
舟原　宏子 1、岩崎　隼人 1、長崎　信浩 1、西森　誠 2

056 薬剤師による持参薬管理体制の構築とその情報共有によるチーム医療への効果
NTT 東日本関東病院　薬剤部
田沼　道也、村山　暢子、折井　孝男

057 呼吸器内科病棟における有害事象に対する取り組みとその成果
1 岐阜薬科大学　実践社会薬学研究室、2 岐阜大学医学部附属病院薬剤部
水上　奈美 1、飯原　大稔 2、山田　摩耶 2、廣瀬　千恵美 2、小林　亮 2、鈴木　昭夫 2、
杉山　正 1、伊藤　善規 2
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058 アドヒアランス向上を目指した自己管理システムの構築
中国労災病院
福澤　正隆、福田　結彩、脇　泰見、大野　静子、久賀谷　幸昌、山崎　美保、竹田　克明、
前田　頼伸

059 神経筋難病施設における薬剤管理指導及び薬学的介入に関する実態調査
1 国立病院機構　医王病院　薬剤科、
2 国立病院機構　静岡てんかん・神経医療センター　薬剤科、
3 国立病院機構　静岡富士病院　薬剤科、4 国立病院機構　鈴鹿病院　薬剤科、
5 国立病院機構　富山病院　薬剤科、6 東海北陸国立病院薬剤師会　学術研究委員会
本郷　修也 1、石田　奈津子 6、三井　陽二 1、河合　眞弘 2、二宮　春日 6、青野　裕史 4、
細江　慎吾 6、平野　淳 6、花満　裕 6、草川　昇 4、座光寺　伸幸 5、木ノ下　智康 6、
山谷　明正 6

060 入院前に外来で行う持参薬確認業務の取り組み
1 独立行政法人国立病院機構　千葉医療センター　薬剤科、
2 独立行政法人国立病院機構　京都医療センター　薬剤科、
3 独立行政法人国立病院機構　さいがた医療センター　薬剤科
野村　理恵 1、東又　めぐみ 2、保田　未奈子 1、山口　正和 3、加藤　一郎 1

061 耳鼻科病棟における病棟薬剤業務の取り組みと評価
― 1. 有害事象に対する治療効果が入院期間と医療経済効果へ及ぼす影響―
岐阜大学医学部附属病院　薬剤部
小林　亮、鈴木　昭夫、飯原　大稔、岡安　伸二、伊藤　善規

062 病棟薬剤師による服薬指示に関する院内運用の構築とその評価
1 虎の門病院　薬剤部、2 腎センター内科、3 呼吸器センター内科、4 循環器センター内科、
5 看護部、6 医療の質・安全対策室、7 副院長、8 消化器外科
唐澤　暁代 1、藤井　博之 1、伊藤　忠明 1、熊木　雄一 1、箕曲　真由美 1、内田　ゆみ子 1、
田村　宏美 1、平松　里佳子 2、高谷　久史 3、藤本　陽 4、若本　恵子 5,6、渡邊　五朗 7,8、
林　昌洋 1

063 モーニング・ランチタイム服薬指導による指導効率と薬物療法の改善
霧島市立医師会医療センター　薬剤部
岸本　真、長ヶ原　琢磨、荻尾　夕起子、田中　沙耶香、砂田　和幸、吉村　真、
佐久間　弘匡

064 小児科病棟常駐薬剤師によるバンコマイシン適正使用への貢献
山梨大学医学部附属病院　薬剤部
中嶋　絵梨、丹沢　彩乃、材津　友里恵、内田　淳、松本　友香里、福嶋　知樹、寺松　剛、
寺島　朝子、小口　敏夫
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065 当院における薬剤師病棟常駐による医療安全面に関する評価
日本医科大学　多摩永山病院　薬剤部
杉原　加寿子、近藤　匡慶、下道　友莉恵、田杭　直哉、亀山　明美、菅谷　量俊、
村田　和也

066 シメプレビルを含む３剤併用療法の安全性・有効性に関する調査
熊本大学　医学部　附属病院　薬剤部
末永　安司、宮本　晋治、本田　義輝、齋藤　秀之

067 旭川赤十字病院整形外科病棟における処方提案および問合せ事例の検討
旭川赤十字病院　薬剤部
増渕　幸二、紙谷　章基久、中岡　由貴、宮崎　祐加、山田　淑恵、多地　貴則、
鈴木　正樹、簑島　弓未子、西村　栄一、牧瀬　英知、下道　一史、橋本　光生、
後藤　吉延

068 食事前のオピオイド追加投与により食事摂取量が改善した一例
地方独立行政法人　神戸市民病院機構　神戸市立医療センター　西市民病院　薬剤部
嶋本　藍、濱　宏仁、赤瀬　博文、公門　法子、田中　詳二

069 病棟薬剤業務実施への挑戦～病棟薬剤業務実施加算の算定が困難でも病棟への
常駐をすべきか～
社会医療法人　誠光会　草津総合病院　薬剤科
木村　理沙、久保井　寛、大西　摩耶、太田垣　里絵、伊藤　真也、岩崎　秀子

070 NICU における薬剤師による処方支援
1 亀田総合病院　薬剤部、2 亀田総合病院　新生児科
稲森　ゆい 1、荘司　希奈 1、鈴木　正論 1、永井　淳子 1、水谷　佳世 2、佐藤　弘之 2、
佐々木　忠徳 1

071 病棟薬剤業務での薬学的介入事例
1 社会医療法人　禎心会病院　薬剤科、2 社会医療法人　禎心会法人本部
坂本　和央 1、佐賀美　裕樹 1、太田　明秀 1、川上　麻衣子 1、清水　勇基 1、北島　彩郁 1、
森山　真実 1、伊藤　桂子 1、岡野　翔 1、重成　大介 1、速水　章一 1、大江　利治 2

072 薬剤管理指導業務への取り組みとその効果
社会福祉法人　恩賜財団済生会　大阪府済生会　中津病院
橋間　伸行、三木　芳晃、川越　衣利子、高柳　和代、奥村　裕英、桑井　幸雄

073 耳鼻科病棟における病棟薬剤業務の取り組みと評価 ‐ 2. 放射線化学線療法に
おける口内炎予防の取り組みが入院期間と医療費経済効果へ及ぼす影響 ‐
1 岐阜薬科大学　実践薬学大講座　実践社会薬学研究室、
2 岐阜大学医学部付属病院　薬剤部
木田　有香 1、小林　亮 2、鈴木　昭夫 2、杉山　正 1、伊藤　善規 2
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074 持参薬継続時の薬剤師介入による経済効果の検討
医療法人社団英明会　大西脳神経外科病院　薬剤部
高見　一徳、違口　晴子、谷川　まり子、大西　加奈子、寺元　真那、吉田　善子

075 小児病棟における薬剤師の病棟業務への関わり
1 淀川キリスト教病院　薬剤部、2 淀川キリスト教病院　看護部、
3 淀川キリスト教病院　小児科
片山　智章 1、寺沢　匡史 1、三浦　裕介 1、廣田　麻衣子 1、中村　有理 1、藤森　美千代 2、
西原　正人 3、内山　ひとみ 1

076 産科病棟における薬剤に関する外線電話の情報提供の検討
淀川キリスト教病院　薬剤部
畑仲　希良々、廣田　麻衣子、寺沢　匡史、内山　ひとみ

077 休日（日曜・祝日）における病棟薬剤業務の現状と課題
千葉西総合病院　薬剤部
香取　哲哉、松重　奈央、加藤　恭平、栢沼　みお、　鈴木　加奈、岡田　由美子、
石橋　智子、永戸　梓、井苅　有希子、井上　えり、佐藤　渚、大野　悠、深澤　佑樹、
岩渕　斉之、吉澤　知佐子、小川　直紀、白幡　拓也、長沼　智也、菅原　圭司、
出雲　貴文

078 心臓リハビリテーションによりＱＯＬが改善した一症例
社会医療法人　製鉄記念八幡病院　薬剤部
田仲　祐衣、松本　知子、山澤　理恵子

079 病棟薬剤業務実施加算算定に伴う東京女子医科大学病院の取り組み
東京女子医科大学病院　薬剤部
平井　浩二

7　外来業務

080 外来化学療法室における薬剤師の業務発展に向けて
～疑義照会内容の再評価から～
1 日本医科大学付属病院　薬剤部、
2 日本医科大学付属病院　化学療法科
輪湖　哲也 1,2、百瀬　未来 1,2、岸田　悦子 1,2、片山　志郎 1、久保田　馨 2
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8　チーム医療（NST・ICT・緩和ケア）

081 糖尿病ケアチームによる世界糖尿病デーイベントの開催とその評価
1 関西医科大学附属滝井病院　薬剤部、2 看護部、3 臨床検査部、4 栄養管理部、
5 健康科学センター、6 地域医療連携部、7 循環器腎内分泌代謝内科
田中　久美子 1、安永　浩子 1、松本　絵麻 1、大久保　縁 2、尾崎　貴恵 3、木村　真美 4、
久保田　眞由美 5、宮田　美好 6、野村　惠巳子 7、西川　光重 7、富田　浩 1

082 オピオイド製剤の使用実態調査による緩和ケアチームの介入意義の検討
1 摂南大学　薬学部　薬学科、2 医仁会　武田総合病院
大谷　美紀 1、岡林　悠 2、福田　一毅 1、馬瀬　久宜 2、菊田　真穂 1

083 PEG 導入前の絶食期間と導入後の排便回数調査
春日井市民病院　薬剤部
田中　伸明、沢田　俊朗、服部　芳明、坂田　洋

084 看護師を対象としたオピオイド使用指針に関する勉強会の理解度評価
1 総合病院厚生中央病院　緩和ケアチーム薬剤師、
2 総合病院厚生中央病院　医薬品情報室薬剤師、
3 総合病院厚生中央病院　緩和ケアチーム医師、
4 総合病院厚生中央病院　緩和ケアチーム看護師
木下　仁淑 1、工藤　貴弘 2、横山　智央 3、石川　あさ 4、田村　和彦 3

085 ビタミン K（VK）含有製剤と脂肪乳剤の中止によりワルファリン（Wf）維持量
を著しく減量する必要があったクローン病（CD）の一例
1 東北労災病院　薬剤部、2 東北労災病院　栄養管理部、3 東北労災病院　看護部、
4 東北労災病院　歯科、5 東北労災病院　大腸肛門科
横濱　妙子 1、伊藤　功治 1、伊関　朱李 2、太田　恵 1、長島　章 1、早坂　彩 3、
佐藤　美由紀 4、生澤　史江 5、高橋　賢一 5、舟山　裕士 5

086 ICT 活動により発見された薬剤性間質性肺炎の 1 例
加古川東市民病院　薬剤部
長谷川　浩司、鶴田　洋平、岡崎　彰仁、石坂　忠博

087 周術期センターにおける薬剤師の役割
1 東邦大学医療センター　大森病院　薬剤部、2 東邦大学医療センター　大森病院　麻酔科
平井　理絵 1、横山　智子 1、長谷川　哲也 1、木村　伊都紀 1、飯久保　尚 1、小杉　隆祥 1、
大岩　彩乃 2、寺田　享志 2、落合　亮一 2、西澤　健司 1

088 「術後せん妄」発症患者の背景因子の解析および「せん妄対策チーム」介入効果
の検討
1 岡山大学病院　薬剤部、2 岡山大学　薬学部
北村　佳久 1、村川　公央 1、渡邊　沙織 2、本郷　志帆 2、四宮　一昭 2、千堂　年昭 1
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9　保険薬局・在宅医療・地域医療

089 輸液セットの処方箋記載化による在宅中心静脈栄養法指導管理料の算定率の改善
一宮市立市民病院　薬剤局
浅野　寿規、堀田　敏之、山村　益己

090 調剤主体の一保険薬局の患者相談分析による健康拠点としての機能評価の試み
1 一般社団法人びわこ薬剤師会、2 立命館大学　薬学部
村杉　紀明 1,2、横井　正之 1、村瀬　利恵子 1、福岡　美紀子 1、冨山　直樹 1,2

091 終末期在宅医療における訪問薬剤師業務の評価および疑義照会によらない前向き
な残薬調節・処方変更への試み
株式会社フォーリーフ　のぞみ薬局本店
日高　良昌、岡　敦子

092 お薬手帳の活用状況と患者属性の関連
1 大阪薬科大学　薬学部　薬学科、2 サエラ薬局グループ
庄司　雅紀 1、岩出　賢太郎 2、石井　誠貴 2、加納　章 2、廣田　美祐紀 2、藤井　景子 2、
守屋　真美 2、恩田　光子 1

093 薬薬連携における吸入指導チェックシートの導入とその有用性
兵庫県立尼崎病院　薬剤部
國米　由希、片岡　佑貴、中塚　桃子、寺崎　展幸、横田　聖子、上田　里恵、
福井　英二

094 後発医薬品変更調剤の実態調査
株式会社　望星薬局
山川　宏之、西面　恵太、高久　絢乃、神野　美咲、島村　怜未、朝野　徹也、
小野澤　雄太、田中　美緒、小見山　知子、浦本　太一郎、堀口　雅巳

095 就学前児童の歯科口腔保健に対する薬剤師の役割に関する一考察
1 近畿大学　薬学部　医療薬学科、2 徳島県薬剤師会　小松島支部、
3 徳島県薬剤師会　海部支部
中村　武夫 1、伊藤　栄次 1、森口　保香 2、谷村　真美 2、伊内　秋夫 2、津田　和彦 3

096 京都府における HIV に対する長期療養、在宅支援に関する研究（その１）
‐ HIV 陽性者の在宅医療、介護に関する意識調査からの検討 ‐
1 摂南大学　薬学部　薬学科、
2 立命館大学医療薬学教育嘱託講師
阿部　華林 1、内野　賢大 1、出納　一樹 1、長谷川　宥介 1、加藤　崇思 1、森　諭美 1、
高谷　朋土 1、佐野　結子 1、藤田　恵子 1、林　滋 2、高田　雅弘 1
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097 病院・調剤薬局連携における吸入薬剤指導の向上と患者アンケートから見える
病薬連携の有用性
1 康和会　久我山病院　薬剤部、2 康和会　久我山病院　呼吸器内科
手塚　里美 1、丹野　真佐史 1、山崎　寿浩 1、中瀬　綾 2、阿部　克俊 2

098 京都府における HIV 陽性者に対する長期療養、在宅支援に関する研究（その２）
‐ HIV 陽性者が利用できる社会制度に関する資料作成の試み ‐
1 摂南大学　薬学部　薬学科、
2 立命館大学医療薬学教育嘱託講師
出納　一樹 1、内野　賢大 1、阿部　華林 1、長谷川　宥介 1、加藤　崇思 1、森　諭美 1、
高谷　朋土 1、佐野　結子 1、藤田　恵子 1、林　滋 2、高田　雅弘 1

099 京都府における HIV 陽性者に対する長期療養、在宅支援に関する研究（その３）
‐ ホームヘルパーに向けた感染予防および服薬支援に関するパンフレット作成
の試み ‐
1 摂南大学　薬学部　薬学科、
2 立命館大学医療薬学教育嘱託講師
内野　賢大 1、出納　一樹 1、阿部　華林 1、長谷川　宥介 1、加藤　崇思 1、森　諭美 1、
高谷　朋土 1、佐野　結子 1、藤田　恵子 1、林　滋 2、高田　雅弘 1

100 服薬補助ゼリーキットの開発および官能試験による服用性の評価
株式会社モリモト医薬　本社
中澤　悠樹、張　玉、松本　恵美、仲村　千波里、三上　大帆、野崎　雅男、盛本　修司

101 経口抗がん剤の適正使用にむけた薬薬連携による患者情報共有体制の構築
1 公立南丹病院　薬剤部、2 ゆう薬局グループ、3 のぞみ薬局八木店、4 日本調剤船井薬局、
5 フロンティア薬局八木店
武田　智子 1、長谷川　司 1、小林　篤史 2、乙黒　万喜子 3、古曽部　毅 4、小松原　聖史 5、
和田　淳 1

102 施設介護者を対象とした勉強会による教育効果の検証
～糖尿病・認知症に関する勉強会を実施して～
1 摂南大学　薬学部　医療薬学研究室、2 スギ薬局、3 株式会社　E.T ライフケア、
4 ヘルパーステーション　あかしあ
高橋　尚平 1、佐野　由佳 1、森田　啓嗣 2、堺　崇之 2、畑　宏明 2、沢村　昭人 2、恵本　崇 3、
竹内　修大 4、朝吹　恵美子 4、宮崎　珠美 1

103 介護施設における薬剤師の役割の検討～薬剤の適正使用に貢献できた事例から～
1 摂南大学　薬学部　医療薬学研究室、2 スギ薬局、3 株式会社　E.T ライフケア、
4 ヘルパーステーション　あかしあ
佐野　由佳 1、森田　啓嗣 2、堺　崇之 2、畑　宏明 2、沢村　昭人 2、恵本　崇 3、
竹内　修大 4、朝吹　恵美子 4、宮崎　珠美 1
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104 保険薬局の構造設備に対する一考察―抗がん剤注射薬の無菌調剤に向けて―
1 町田市民病院 薬剤科、2 汐田病院 薬剤部、3 新つるみ薬局、4 昭和薬科大学
石川　星 1、戸田　宏子 2、唐沢　淳子 3、廣原　正宜 4、串田　一樹 4

105 在宅医療におけるインスリン自己注射針等の適正廃棄処理への取り組み（１）
北海道医療大学　薬学部
馬場　こずえ、齊藤　瑛里、若松　賢、野田　久美子、中山　章、吉田　栄一、
唯野　貢司

106 在宅医療におけるインスリン自己注射針等の適正廃棄処理への取り組み（２）
北海道医療大学　薬学部
齊藤　瑛里、馬場　こずえ、木下　愛、野田　久美子、中山　章、吉田　栄一、
唯野　貢司

107 地域薬局薬剤師を対象とした在宅医療研修会の評価と意識調査
1 大阪大谷大学　薬学部　薬学科、2 山本保健薬局
廣谷　芳彦 1、山本　新一郎 2、原口　清美 1、槙本　和加子 1、浦嶋　庸子 1、名徳　倫明 1

108 エピペンに関する教育現場での認識調査と学校薬剤師の役割についての検討
1 大阪大谷大学　薬学部　実践医療薬学講座、2 ハローつばさ薬局
小川　雅史 1、長谷川　渚彩 1、久世　篤史 2、川西　園代 1、池田　賢二 1、初田　泰敏 1、
大橋　甲三郎 1、西井　諭司 1

109 当薬局での在宅訪問指導による服薬状況の改善について
株式会社ミック　岐阜第二支店　つくし調剤薬局芥見店
森　厚司、浅見　麻莉子、太田　淳子、松本　直美、丹羽　良子、遠藤　瑶子、
吉田　和美、山田　隆博、澤田　敏成、三枝　勇夫

110 保険薬局における喘息指導の実態および喘息コントロールテストの活用の有用性
北里大学　薬学部
有海　秀人、関　友恵、猪狩　真央、吉山　友二

111 ミグリトールの服薬支援のためのオリジナル指導せん　～患者による評価～
1（株）スズケン　保険薬局統轄部、2 愛知学院大学　薬学部　臨床薬剤学
小川　香 1,2、濱口　由花 2、長田　孝司 2、曽田　翠 2、田中　美葉子 1,2、高橋　智恵 1,2、
山村　恵子 2

112 福島県会津地区における薬・薬連携実施状況について
1( 株 ) ツルハ　調剤薬局ツルハドラッグ郡山駅東店、
2( 株 ) ツルハ　調剤運営本部
川田　哲 1、阿部　真也 2、吉町　昌子 2、後藤　輝明 2
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113 鳴門病院緩和ケアチームにおける簡易オピオイド換算キットの有用性の検討
独立行政法人　徳島県鳴門病院　薬剤部
水木　麻里、寺内　さつき

10　セルフメディケーション

114 OTC 医薬品説明文書の理解度に影響を及ぼす要因の検討
東京薬科大学　薬学部
倉田　香織、今野　菜穂、成井　浩二、渡辺　謹三、土橋　朗

115 患者向け一般用医薬品添付文書 ( 第一類医薬品 ) に用いられている言葉に関する
分析・評価
名城大学　薬学部　薬学科
林　紗有、大津　史子、後藤　伸之

116 OTC 医薬品購入のためのアドバイスに関するアンケート調査
東京薬科大学　薬学部
土橋　朗、倉田　香織、成井　浩二、渡辺　謹三

117 一般用医薬品・健康食品購入時におけるお薬手帳の自発的利用をめざした退院時
患者教育の効果
1 岐阜薬科大学　病院薬学研究室、2 岐阜市民病院　薬剤部
舘　知也 1,2、浅野　祥子 1、田中　和秀 2、臼井　一将 1、加藤　未紗 1、横井　貴文 1、
野口　義紘 1、大澤　友裕 2、市橋　厚司 2、安田　昌宏 2、水井　貴詞 2、後藤　千寿 2、
寺町　ひとみ 1

118 薬剤師の情報提供による薬局店頭自己採血セルフチェック後の受診行動へ与える
影響

（株）ツルハ　調剤運営本部
阿部　真也、吉町　昌子、後藤　輝明

11　医薬品適正使用、リスクマネジメント

119 化学療法領域におけるプレアボイド報告の解析と医療安全への活用
平塚市民病院　薬剤科
二瓶　大輔、五味　裕介、小野寺　潤、門倉　徹、鈴木　辰三、高田　みゆき、
山際　一也、岩田　裕

120 腫瘍崩壊症候群高リスク患者における診療ガイダンスに基づく予防処置の検証
一宮市立市民病院　薬剤局
桜田　宏明、安原　健輔、加藤　公人、吉田　昌子、山村　益己
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121 皮膚の分子時計を基盤とした rTR-TR“ アクアポリン 3 発現の日周リズム制御機構 “
九州大学　薬学部　薬剤学分野
松永　直哉、一町　和史、濱村　賢吾、池田　恵理子、小柳　悟、大戸　茂弘

122 簡易懸濁法におけるジヒドロピリジン系 Ca 拮抗薬と酸化マグネシウム錠の配合
変化
京都薬科大学　臨床薬学分野
若林　未稀、峯垣　哲也、濱田　美輝、信太　恵理菜、中島　香織、不破　徹、
浅井　麻佑里、大西　結希、藤本　美沙紀、辻本　雅之、西口　工司

123 当院におけるワルファリン導入ノモグラムの作成
1 前橋赤十字病院　薬剤部、2 前橋赤十字病院　心臓血管内科
丸岡　博信 1、高橋　光生 1、後藤　沙和子 1、猿井　智美 1、芹澤　いづみ 1、前島　和俊 1、
丹下　正一 2

124 当院におけるワルファリン導入ノモグラムの有用性評価
1 前橋赤十字病院　薬剤部、2 前橋赤十字病院　心臓血管内科
丸岡　博信 1、高橋　光生 1、猿井　智美 1、後藤　沙和子 1、芹澤　いづみ 1、前島　和俊 1、
丹下　正一 2

125 ICU におけるニカルジピン注射液による血管障害予防への取り組み
1 九州大学病院　薬剤部、2 九州大学　薬学部、3 九州大学　大学院　薬学府
尾川　理恵 1、上田　光世 2、石田　茂 1、武田　真樹 1、瑞慶山　にいな 2、江頭　伸昭 1,3、
増田　智先 1,3

126 抗甲状腺薬処方患者における通院の実態調査
1 医療法人社団　浅ノ川　浅ノ川総合病院　薬剤部、
2 医療法人社団　浅ノ川　浅ノ川総合病院　内科
井藤　俊 1、船戸　元子 1、新田　圭子 1、奥田　理香 2、織田　展成 2、森　正昭 1

127 病棟薬剤業務におけるプレアボイドおよび処方提案事例の収集と院内への
情報提供の試み
1 神戸薬科大学　薬学部　薬学科、2 日本赤十字社　大阪赤十字病院　薬剤部、
3 神戸薬科大学　薬学部　薬学臨床教育センター
西崎　恵利 1、林　淳雄 2、木下　里紗 2、松村　友和 2、籠本　基成 2、小林　政彦 2、
杉山　正敏 3

128 DI センターに寄せられた輸液の安全性に関する問合せ状況の分析
( 株 ) 大塚製薬工場　信頼性保証本部　輸液 DI センター
星　泉、堀越　由里、津田　朋枝、竹林　佑花、佐々木　美由紀、吉岡　小都子、
福田　まゆみ、河野　裕則、岩原　良晴、松野　太郎
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129 思い込みエラーについてのアンケート調査と考察第３報－認知心理学、ゲシュタ
ルト療法の視点から－
はるかぜ薬局
堤　俊也、堤　由紀

130 頓服薬の使用に関する看護師へのアンケート調査
～頓服薬の使用適正化に関する研究（第 1 報）～
1 栗田病院　薬剤部、2 栗田病院　看護部
中田　智雄 1、松本　未来 2、鈴木　弘道 1

131 薬剤が気管切開チューブに及ぼす影響
1 宮城県立こども病院　薬剤部、2 宮城県立こども病院　安全対策室
中井　啓 1,2、日戸　千恵 2、松川　周 2

132 調剤薬局における腎機能データを基に行った処方薬剤・投与量チェックの実施
1 一般財団法人　霞ヶ浦成人病研究事業団　霞ヶ浦薬剤センター薬局、
2 東京医科大学茨城医療センター　薬剤部、
3 東京医科大学茨城医療センター　代謝内分泌内科
田端　康幸 1、米倉　正樹 1、丹羽　直人 1、松本　晃一 2、高橋　利幸 2、小高　以直 3、
永瀬　晃正 3、桂　善也 3

133 プレガバリン投与後に発現するめまい及び傾眠のリスク因子の検討
1 武蔵野大学　薬学部　臨床薬学センター、2 大和市立病院
渡邊　美智留 1、三田　恭平 2、中村　春代 1、田中　恒明 2、三原　潔 1、小野　秀樹 1

134 カルバペネム系抗生物質と L- システインの配合変化物における細胞生存率への
影響
帝京大学　薬学部
中川　幸子、板垣　文雄、飯島　亮介、忍足　鉄太、高橋　秀依、夏苅　英昭、油井　聡、
鈴木　るね、関谷　朱美、西　優、山元　孝俊、渡邊　真知子

135 術前服用薬の周術期管理におけるプロトコルに基づく薬物治療管理の実施状況
調査（第 1 報）
1 社会医療法人　財団互恵会　大船中央病院　薬剤部、2 広島大学病院　薬剤部
舟越　亮寛 1、柴田　ゆうか 2、根岸　大輔 1、石井　弘幸 1、木平　健治 2

136 当院におけるリネゾリドのリスク因子の調査
大阪府済生会中津病院　薬剤部
塚本　啓介、川越　衣利子、三木　芳晃、高柳　和代、奥村　裕英、桑井　幸雄

11  

医
薬
品
適
正
使
用
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト



-57-

137 トルバプタンの使用実態調査と血清ナトリウム値変動の評価
福井大学医学部附属病院　薬剤部
田嶋　恭典、松尾　有香、今野　彩、五十嵐　敏明、中村　敏明、政田　幹夫

138 一般用漢方製剤の適正使用を支援する iPad 用アプリの開発
1 岩手医科大学　薬学部、2 北海道薬科大学　薬学部、3 慶應義塾大学　薬学部
浅野　孝 1、岡崎　光洋 2、橋口　正行 3、藤井　勲 1、望月　眞弓 3

139 パーキンソン病および関節リウマチ患者における医薬品の扱いやすさに関する
患者アンケート調査
昭和大学　薬学部　薬学教育学科
齊藤　凌

12　薬物治療（基礎）

140 アロマテラピー精油局所投与によるパクリタキセル誘発性末梢神経障害性疼痛
抑制効果の検討
1 東北薬科大学　臨床薬剤学、2 東北薬科大学病院　薬剤部、3 第一薬科大学　薬品作用学
音羽　亮 1,2、勝山　壮 1、八木　朋美 1、岸川　幸生 1、小松　生明 3、櫻田　司 3、
中村　仁 1

141 HIV-1 の plasma RNA および proviral DNA を用いた chemokine receptor 指向性
判定結果の乖離に対し deep sequencing を用いた系統解析による原因の検討
1 慶應義塾大学病院　薬剤部、2 慶應義塾大学　医学部　感染制御センター、
3 慶應義塾大学　医学部　微生物・免疫学教室、4 慶應義塾大学　医学部　血液内科学教室
小谷　宙 1,2、須藤　弘二 3、長谷川　直樹 2、西松　直美 1、藤原　宏 2、池谷　修 1,2、
山口　まさや 1、加藤　真吾 3、岩田　敏 2、岡本　真一郎 1,4

142 ヒト正常細胞の悪性形質転換法の構築と転写因子 ATF4 の治療標的分子としての
評価
九州大学　薬学研究院　薬剤学分野
白水　翔也、小柳　悟、片宗　千春、松永　直哉、大戸　茂弘

143 抗うつ薬によるオキサリプラチン誘発性末梢神経障害抑制効果の検討
東北薬科大学　臨床薬剤学
山田　千里、勝山　壮、鈴木　智恵、八木　朋美、岸川　幸生、中村　仁

144 Lavender oil 局所投与による抗侵害作用の検討
1 東北薬科大学　臨床薬剤学、2 東北薬科大学病院　薬剤部、3 第一薬科大学　薬品作用学
鈴木　智恵 1、勝山　壮 1、音羽　亮 1,2、山田　千里 1、八木　朋美 1、岸川　幸生 1、
小松　生明 3、櫻田　司 3、中村　仁 1
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145 添付文書から遡及する創薬 キレート形成しないレボフロキサシンのプロドラッグ化
1 近畿大学　薬学部　医療薬学科、2 武庫川女子大学薬学部、3 東邦大学　医学部
大鳥　徹 1、萊海　徹太郎 2、西脇　敬二 1、富永　竜太 1、石井　良和 3、松山　賢治 1

146 セチプチリンの抗侵害刺激作用における NO-cGMP 経路と ATP 感受性 K+ チャネ
ルの役割
1 第一薬科大学　薬品作用学教室、2 東北薬科大学　臨床薬剤学教室
浅澤　大樹 1、小松　生明 1、勝山　壮 2、中村　仁 2、櫻田　司 1

147 セチプチリンの末梢性抗侵害刺激作用機構の解明
1 第一薬科大学　薬品作用学教室、2 東北薬科大学　臨床薬剤学教室
千田　祥子 1、小松　生明 1、勝山　壮 2、中村　仁 2、櫻田　司 1

148 血中尿酸低下作用物質の探索（X）- 麻杏ヨク甘湯の組成別活性について -
1 摂南大学　薬学部、2 大阪大谷大学　薬学部
仁藤　大幹 1、山本　祐大 1、室　直樹 1、濱田　孝和 1、坂崎　文俊 2、田中　龍一郎 1

149 糖尿病性乾皮症においては皮膚のアクアポリン 3 の発現が低下する
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
五十嵐　信智 1、今　理紗子 1、豊田　絵理 1、中村　麻里奈 1、高橋　悠太 1、内藤　春香 1、
落合　和 1、涌井　宣行 2、杉山　清 1

150 モルヒネ誘発性便秘症における大腸 AQP3 の役割
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
今　理紗子 1、五十嵐　信智 1、三村　綾子 1、飯笹　朋彦 1、早川　晃央 1、羽賀　裕介 1、
笛木　愛華 1、落合　和 1、町田　昌明 2、杉山　清 1

151 メタンフェタミンの連続投与は精神疾患関連遺伝子 Shati/Nat8l の DNA メチル
化の割合を低下させる
1 富山大学　薬学部　薬学科　薬物治療学研究室、
2 富山大学大学院　医学薬学研究部　薬物治療学研究室、
3 富山大学大学院　医学薬学研究部　薬剤師教育学研究室
菊地　佑 1、宇野　恭介 1,2、宮崎　杜夫 1,2、徐　承姫 2,3、岩田　美奈 1、宮本　嘉明 1,2、
新田　淳美 1,2

152 分化誘導剤の併用によるマウス胚由来腫瘍細胞から拍動心筋細胞への分化に
及ぼす効果
1 姫路獨協大学　薬学部、2 東北大学大学院　薬学研究科、3 弘前大学大学院　医学研究科
植村　尚久 1、岩切　悦子 1、橋本　夏実 1、菊地　晴久 2、大島　吉輝 2、瀬谷　和彦 3、
古川　賢一 3、中山　優子 1、高良　恒史 1、木下　淳 1、駒田　富佐夫 1
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153 TNF α遺伝子 5’- 上流領域 -857C/T 多型が TNF αの発現に及ぼす影響の検討
東京薬科大学　薬学部
木村　耕二、高柳　理早、横山　晴子、山田　安彦

154 2 型糖尿病モデルラット大腿動脈における血管障害の機序と薬物療法の効果
1 名古屋市立大学　薬学部　臨床薬学教育研究センター、
2 名古屋市立大学大学院　薬学研究科　臨床薬学分野、3 笠寺病院
野田　雅人 1、永味　千枝 1、菊池　千草 1,2、堀　英生 2,3、松永　民秀 1,2

13　薬物治療（臨床）

155 高用量のモルヒネを用いてがん患者の呼吸困難を軽減した一例
1 京都第二赤十字病院　薬剤部、2 京都第二赤十字病院　泌尿器科
加藤　良隆 1、石田　博万 2、伊藤　吉三 2、三上　正 1

156 C 型慢性肝炎におけるテラプレビル＋ペグインターフェロンα - ２b ＋リバビリ
ン３剤併用療法のテラプレビルの投与量と副作用出現状況の検討
1 市立札幌病院　薬剤部、2 市立札幌病院　消化器内科
山本　明日香 1、大谷　薫 1、宍戸　桃子 1、大下　直宏 1、川本　由加里 1、後藤　仁和 1、
永坂　敦 2

157 CHDF 患者のサイトメガロウィルス肺炎治療でのガンシクロビルの処方提案した
一症例
関西電力病院　薬剤部
野々内　裕紀、眞継　賢一、黒岩　勇人、倉橋　基尚、濱口　良彦

158 ３剤併用療法におけるテラプレビル中止、減量例についての検討
福岡大学病院　薬剤部
土倉　史香、古賀　亜矢子、鷲山　厚司、二神　幸次郎

159 エドキサバン使用患者の静脈血栓塞栓症発生における季節の影響について
1 医療法人財団　神戸海星病院　薬剤部、2 医療法人財団　神戸海星病院　整形外科
真砂　聖 1、河井　順計 1、橋本　幸子 1、濱名　則子 1、山田　美和 1、濱田　晶子 1、
柏木　佑貴 1、谷口　美帆 1、朝隈　敦子 1、佐々木　宏 2、石田　一成 2、柴沼　均 2、
三原　正和 1

160 トラマドール / アセトアミノフェン配合錠とワルファリンの薬物相互作用が
疑われた症例
1 筑波大学附属病院　薬剤部、2 筑波大学附属病院　形成外科、3 筑波大学　医学医療系
近藤　愛子 1、細野　智美 1、松本　恵利華 1、神林　泰行 1、相原　有希子 2、関堂　充 2,3、
本間　真人 1,3
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161 微小変化型ネフローゼ症候群患者における酸化ＬＤＬと治療効果との関連
1 東京薬科大学　薬学部　医療薬学科 、2 東京医科大学八王子医療センター　薬剤部、
3 聖マリアンナ医科大学　腎臓高血圧内科、4 東京医科大学八王子医療センター　腎臓内科
杉崎　佐良紗 1、高坂　聡 2、池谷　健一 1、白井　小百合 3、須藤　泰代 4、吉川　憲子 4、
中林　巌 4、山田　宗治 4、吉田　雅治 4、田中　祥子 1、恩田　健二 1、杉山　健太郎 1、
平野　俊彦 1

162 バリキサ錠とマグミット錠を簡易懸濁法で同時懸濁した際の配合変化について
昭和大学　薬学部　薬物療法学講座　薬剤学部門
斎藤　碧、藤田　吉明、村山　信浩、倉田　なおみ、中村　明弘

163 口腔内崩壊錠の苦味評価 - アドヒアランス向上のためには -
昭和大学　薬学部　薬物療法学講座　薬剤学部門
小林　広典、佐藤　佑梨、藤澤　知理、青柳　彩花、斎藤　隆介、村山　信浩、
倉田　なおみ、中村　明弘

164 小児患者への簡易懸濁法の応用　－用量調整は可能か－
昭和大学　薬学部　薬物療法学講座　薬剤学部門
日原　真実、山本　亜美、藤田　吉明、村山　信浩、倉田　なおみ、中村　明弘

165 非心原性脳梗塞患者の発症前後の使用薬剤調査と血小板凝集能検査を用いた
抗血小板薬の薬効モニタリングの有用性の検討
神戸大学医学部附属病院　薬剤部
藤原　尚子、十倉　麻紀、久米　学、槇本　博雄、平野　剛、平井　みどり

166 薬理効果に及ぼす心理的要因の解析：カウンセリング介入によるアロマセラピー
効果の変動
慶應義塾大学　薬学部
国府　里紗子、成瀬　千明、井上　志保、井澤　美苗、西村　友宏、登美　斉俊、
中島　恵美

167 片頭痛治療におけるトリプタン系薬剤の頭痛再発抑制に関する理論的評価
東京薬科大学　薬学部　臨床薬効解析学教室
高柳　理早、鳥谷部　未緒子、木村　耕二、横山　晴子、山田　安彦

168 関節リウマチ（RA）治療の継続に薬剤師はどう関わるべきか？　～メトトレキ
サート（MTX）とインフリキシマブ（IFX）の併用治療に発生した肝障害～
1 富山県厚生連滑川病院　薬剤部、2 富山県厚生連滑川病院　整形外科、
3 富山県厚生連滑川病院　院長
宮崎　徹 1、大谷　有道 1、林　博志 2、南里　泰弘 2,3
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169 腹部大動脈瘤と解離性大動脈瘤の血小板機能の比較
1 日本薬科大学　薬学部　薬学科、2 長崎国際大学　薬学部　薬学科
中村　和男 1、岩瀬　晴信 1、仮屋薗　博子 2

170 肥満２型糖尿病患者におけるリラグルチド投与の有用性の検討
1 倉敷第一病院　薬剤課、2 倉敷第一病院　医局
大西　麻美 1、竹内　慶子 1、秋山　陽子 2

14　薬物治療（がん）

171 がん疼痛患者におけるオキシコドン応答性と遺伝子多型との関連性
1 名城大学　薬学部　病態解析学Ι、2 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部、
3 名古屋大学医学部附属病院　化学療法部、
4 名古屋大学大学院医学系研究科　法医・生命倫理学
吉島　夕貴 1、土屋　翔子 1、山下　加織 1,2、浅井　美穂 1、宮崎　雅之 2、安藤　雄一 3、
石井　晃 4、山田　清文 2、毛利　彰宏 1、野田　幸裕 1

172 化学放射線療法が施行される非小細胞肺癌患者における食道炎予防に対する
ポラプレジンクの効果
1 金城学院大学　薬学部　薬学科、2 岐阜大学医学部附属病院　薬剤部、
3 岐阜大学大学院医学系研究科　循環呼吸病態学、4 岐阜大学医学部附属病院　看護部
長谷川　彩 1、飯原　大稔 2、舟口　祝彦 3、山田　摩耶 2、柳瀬　恒明 3、吉村　由紀子 4、
所　真理子 4、大野　康 3、伊藤　善規 2

173 高度および中等度催吐性プラチナ製剤誘発性消化器症状におけるアプレピタント
の有効性
1 名城大学　薬学部　病態解析学Ι、2 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部
竹内　美緒 1,2、椿井　朋 1、肥田　裕丈 1、向山　直樹 1、後藤　綾 1、毛利　彰宏 1、
加藤　博史 2、宮崎　典子 2、宮崎　雅之 2、山田　清文 2、野田　幸裕 1

174 大腸がん化学療法におけるオキサリプラチンの休薬・中止状況
大垣市民病院　薬剤部
浅野　裕紀、伊藤　大輔、岩井　美奈、岡田　和智、安達　志乃、吉村　知哲、森　博美

175 がん化学療法による嘔吐の発現程度と体内水分量との関連性
1 名城大学　薬学部　病態解析学Ι、2 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部
肥田　裕丈 1,2、竹内　美緒 1、椿井　朋 1、向山　直樹 1、後藤　綾 1、宮崎　典子 2、
宮崎　雅之 2、加藤　博史 2、山田　清文 2、毛利　彰宏 1、野田　幸裕 1
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176 テモゾロミド初発治療 (TMZ 75mg/m2 ＋放射線照射 ) における骨髄抑制の高齢者群
と非高齢者群の比較
久留米大学病院　薬剤部
七田　和佳子、高橋　誠、吉丸　裕子、堤　一貴、松本　浩一、有馬　千代子、
鶴田　美恵子

177 AP 療法におけるシスプラチンの先発品と後発品による腎機能障害の比較
久留米大学病院　薬剤部
内田　沙織、高橋　誠、別府　竜弥、吉丸　裕子、堤　一貴、松本　浩一、有馬　千代子、
鶴田　恵美子

178 切除不能進行膵癌に対しゲムシタビン投与中に溶血性尿毒症症候群 (HUS) を
きたした一症例
1 関西電力病院　薬剤部、2 関西電力病院　消化器内科、3 関西電力病院　腎臓内科
古場　建 1、眞継　賢一 1、上松瀬　良 2、池田　一毅 2、古宮　俊幸 3、濱口　良彦 1

179 レゴラフェニブ服用患者に対する薬剤師・看護師による支援体制の構築
1 大垣市民病院　薬剤部、2 大垣市民病院 看護部、3 大垣市民病院 外科
郷　真貴子 1、浅野　裕紀 1、岩井　美奈 1、岡田　和智 1、安達　志乃 1、木村　美智男 1、
吉村　知哲 1、土井　幸恵 2、亀井　桂太郎 3、森　博美 1

180 当院呼吸器内科におけるがん化学療法施行時の便秘の発現とその要因に関する調査
ＪＡ愛知厚生連　安城更生病院　薬剤・供給部門
間瀬　悟、上條　史帆里、粟田　浩文、井原　将太、杉山　惠亮、築山　奈央、
荒川　麻紀子、米山　英二、勝見　章男

181 ワルファリン服用中の患者におけるホスアプレピタント併用レジメン施行時の
PT-INR の変動
神戸大学医学部附属病院
大田　泉、久米　学、槇本　博雄、平野　剛、平井　みどり

182 抗 EGFR 抗体薬投与患者における CDTM を取り入れた薬剤師の取り組みについて
春日井市民病院　薬剤部
鈴木　敦詞、前田　剛司、坂田　洋

183 皮膚 T 細胞性リンパ腫の患者へボリノスタットを使用した１症例
1 神戸大学医学部附属病院　薬剤部、2 神戸大学・神戸薬科大学薬剤師レジデント
小寺　史子 1、山本　亜季 2、奥野　護 1、久米　学 1、槇本　博雄 1、平野　剛 1、
平井　みどり 1
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184 Panitumumab の皮膚障害マネジメントに向けた調査
北海道消化器科病院　薬剤科
鈴木　直哉、地主　隆文、渡辺　祐子、吉嶋　抄苗、福井　美規子、佐々木　佳子、
徳村　麻衣子、高橋　誠、青田　忠博

185 オキサリプラチン注射液の輸液混合後の経時的なシュウ酸及び Pt(dach)Cl2 生成
について
1 福山大学　薬学部、2 産業医大病院　薬剤部
杉浦　利宗 1、北川　愛果 1、淵上　典子 1、五郎丸　剛 1、江藤　精二 1、篠原　義剛 2、
一木　孝治 2、浅原　稔生 2

186 分子標的治療薬による耐糖能異常発現に関する調査
1 国家公務員共済組合連合会　浜の町病院　薬剤部、2 第一薬科大学実務実習教育センター、
3 国家公務員共済組合連合会　浜の町病院　内分泌科
石丸　隆之 1、古賀　清弘 1、安藤　伸一郎 2、小河　一彦 3、野中　敏治 1

187 結腸・直腸癌患者に対するパニツムマブ投与による低マグネシウム血症の発現
頻度と治療期間の関連
大分大学医学部附属病院　薬剤部
龍田　涼佑、槇原　洋子、佐藤　雄己、伊東　弘樹

188 デノスマブ使用患者での低 Ca 血症対策薬剤の使用状況と腎機能及び電解質推移
について
国家公務員共済組合連合会　呉共済病院　薬剤科
河本　直樹、水上　皓喜、高山　良、福島　信雄、日浦　和徳

189 内服抗がん剤による化学療法の処方実態調査
長野県厚生農業協同組合連合会　北信総合病院　薬剤部
岡澤　香津子、清野　義一、花岡　容子、池田　健一

190 二次治療として非小細胞肺がん患者にアルブミン懸濁型パクリタキセルを含む
化学療法を施行した際の副作用調査
札幌南三条病院
梅原　健吾、高田　寛奈、若本　あずさ、初山　多恵、佐藤　秀紀

191 抗がん剤感受性試験（HDRA 法）評価への試み：培養液を用いたプロファイリング
弘前大学　医学部　附属病院　薬剤部
下山　律子、上野　佳代、早狩　誠
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15　薬物動態

192 重症筋無力症患者を対象としたシクロスポリンの母集団薬物動態解析
1 九州大学大学院　薬学研究院　薬剤学分野、2 天理よろづ相談所病院　薬剤部、
3 天理よろづ相談所病院　神経内科
橋本　華 1、黒松　誠 2、梶田　貴司 2、末長　敏彦 3、松永　直哉 1、小柳　悟 1、
大戸　茂弘 1

193 肺胞上皮細胞の分化転換に伴うペプチドトランスポーターの発現・機能変化と
喫煙関連物質の影響
1 広島大学大学院　医歯薬保健学研究科　医療薬剤学研究室、2 広島大学　薬学部
湯元　良子 1、佐々木　佳寛 1、岸本　海 2、永井　純也 1、高野　幹久 1

194 ダナゾールのヒト CYP3A 活性に対する阻害作用
1 信州大学医学部附属病院　薬剤部、
2 信州大学大学院　医学系研究科　分子薬理学講座（薬剤部）、3 北陸大学　薬学部
山折　大 1,2、津田　有加 3、大森　栄 1,2、渡辺　和人 3

195 添付文書記載の薬物動態パラメータを用いた Excel　VBA による吸収速度定数の
推定
長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科
西田　孝洋、突貫　雄紀、平田　春奈、下川　研太、宮元　敬天、麓　伸太郎

196 消化管モデル Caco-2 細胞における尿酸とインドキシル硫酸の相互作用に関する
動態学的研究
1 京都薬科大学　臨床薬学分野、2 仁真会白鷺病院　薬剤科
吉田　拓弥 1,2、辻本　雅之 1、住本　菜摘 1、須本　真理子 1、中川　智加 1、松本　光司 1、
入江　裕子 1、川上　祥代 1、中谷　沙紀 1、藤岡　春乃 1、峯垣　哲也 1、西口　工司 1

197 消化管におけるアクアポリン 3 の発現低下は薬物の吸収を亢進する
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
北岡　諭 1、名古屋　智香 1、五十嵐　信智 1、梶原　小百合 1、齊藤　雅代 1、川端　あかね 1、
今　理紗子 1、楠　欣己 1、涌井　宣行 2、落合　和 1、杉山　清 1

198 メントールは CYP2C の発現を誘導し、ワルファリンの作用を減弱する
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
星野　心広 1、五十嵐　信智 1、津久井　誠 1、内藤　梨奈 1、黒川　朝子 1、鈴木　緑 1、
落合　拓未 1、横堀　紘祐 1、廣部　隆太 1、落合　和 1、町田　昌明 2、杉山　清 1

199 メントールは CYP3A の発現を誘導し、基質薬物の血中濃度を低下させる
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
林　真実 1、平岡　大典 1、星野　心広 1、五十嵐　信智 1、廣部　隆太 1、落合　和 1、
涌井　宣行 2、杉山　清 1
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200 肝臓における CYP3A の発現に及ぼす高濃度緑茶ポリフェノールおよびエピガロ
カテキンガレートの影響
星薬科大学　薬動学教室
廣部　隆太、五十嵐　信智、小川　壮介、小泉　亜由、田邊　柊樹、落合　和、杉山　清

201 中等量エトポシド (VP-16)/ シクロホスファミド (CY)/ 全身放射線 (TBI) 前処置
レジメンにおける VP-16 の PK/PD 解析による投与量の最適化に関する検討
1 北海道大学大学院　生命科学院、2 北海道大学大学院　薬学研究院、
3 北海道大学病院　薬剤部
田澤　佑基 1、武隈　洋 2、佐藤　夕紀 2、鷲見　正人 2、笠師　久美子 3、井関　健 2,3、
菅原　満 2

202 HMG-CoA 還元酵素阻害薬のワルファリン代謝への影響 Effects of HMG-CoA 
reductase inhibitors on warfarin metabolism
1 信州大学医学部附属病院　薬剤部、
2 信州大学大学院　医学系研究科　分子薬理学講座（薬剤部）
塩澤　彩香 1,2、山折　大 1,2、武井　のりこ 2、大森　栄 1,2

203 カフェイン併用化学療法における個体差を考慮した体内動態シミュレーション
京都薬科大学　薬学部
池野　有美、本橋　秀之、矢野　義孝

204 潰瘍性大腸炎モデルマウスにおける肝臓の UDPglucuronosyltransferase の発現
変化
1 星薬科大学　薬動学教室、2 星薬科大学　実務教育研究部門
楠　欣己 1、五十嵐　信智 1、松川　良美 1、松田　翔伍 1、今　理紗子 1、北岡　諭 1、
石井　敬 1、落合　和 1、町田　昌明 2、杉山　清 1

205 PK-PD に基づいた小児におけるリネゾリド至適用量の検討
1 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　薬剤部、
2 広島大学大学院　医歯薬保健学研究院　臨床薬物治療学
茂見　茜里 1、松元　一明 1、竹下　鮎美 1、渡辺　英里香 1、横山　雄太 2、猪川　和朗 2、
森川　則文 2、武田　泰生 1

206 パクリタキセル 6 α水酸化反応におけるトリス塩酸緩衝液濃度依存的な活性の変動
武蔵野大学　薬学部　薬学科
尾崎　裕哉、堀田　絵梨、松原　亜耶、工藤　敏之、伊藤　清美

207 高度腎機能低下患者におけるフェブキソスタットの薬物動態、治療効果の解析
1 滋賀医科大学医学部附属病院　薬剤部、2 京都薬科大学　臨床薬学教育研究センター、
3 滋賀医科大学医学部附属病院　糖尿病内分泌・腎臓・神経内科
平　大樹 1、地嵜　悠吾 2、野田　哲史 1、宇津　貴 3、前川　聡 3、矢野　義孝 2、
森田　真也 1、寺田　智祐 1

15  

薬
物
動
態



-66-

ポスター演題一覧

208 Prostaglandin E2 動態制御分子群のマウス胎盤における発現分布
1 慶應義塾大学　薬学部、2 金沢大学　医薬保健研究域薬学系、
3 富山大学大学院　医学薬学研究部、4 東北大学大学院　薬学研究科
稲垣　舞 1、西村　友宏 1、中西　猛夫 2、赤沼　伸乙 3、立川　正憲 4、玉井　郁巳 2、
細谷　健一 3、登美　斉俊 1、中島　恵美 1

209 神経障害性疼痛モデルマウスにおけるモルヒネ抵抗性の成因に関する薬物動態学
的研究
星薬科大学　薬学部　薬動学教室
金田　光正、永江　麻里奈、鈴木　陽香、花方　美香、李　欣、深川　正敏、五十嵐　信智、
落合　和、杉山　清

210 非誘導時の肝および小腸における CYP3A 活性が誘導剤による変化率に及ぼす影響
千葉大学大学院　薬学研究院　薬物学研究室
高野　可奈子、小林　カオル、橋本　真里、千葉　寛

211 ニューキノロン系抗菌薬の小腸上皮細胞単層膜透過に及ぼすアルミニウムの影響
の相対比較
慶應義塾大学　薬学部
谷内　江理、今岡　鮎子、秋好　健志、大谷　壽一

212 CYP3A4 の Mechanism-based inhibition は基質依存的に生じるか
慶應義塾大学　薬学部　薬学科
石川　裕子、秋好　健志、今岡　鮎子、大谷　壽一

213 BCRP による輸送を考慮した薬物乳汁移行予測精度の改善
1 千葉大学大学院　薬学研究院、2 東京大学　医学部　小児科学教室、
3 東京大学医学部附属病院　薬剤部、4 東京大学医学部附属病院　薬理動態学寄付講座
伊藤　晃成 1、伊藤　直樹 2、池淵　祐樹 3、豊田　優 3、高田　龍平 3、樋坂　章博 4、
岡　明 2、鈴木　洋史 3

214 無アルブミン血症ラットにおけるミコフェノール酸の薬物動態と薬効解析
1 京都大学大学院　薬学研究科　臨床薬学教育、2 京都大学医学部附属病院　薬剤部
吉村　和晃 1,2、矢野　育子 1,2、川西　美咲 1,2、松原　和夫 2

215 クレアチニンクリアランスを指標とした腎排泄型薬物の理論的用量調節法の妥当性に
関する調査研究
明治薬科大学　薬物治療学
小川　竜一、竹馬　章悟、高橋　雅弘、越前　宏俊

15  

薬
物
動
態



-67-

216 ラットにおける S- ワルファリンの体内動態に及ぼすメトロニダゾールの影響
武蔵野大学　薬学部　薬学科
山口　真、山口　翔平、合田　ひとみ、工藤　敏之、伊藤　清美

217 Glibenclamide 代謝に関与する CYP 分子種の寄与率の推定
武蔵野大学　薬学部　薬学科
立原　有夏、合田　ひとみ、草野　友見、工藤　敏之、伊藤　清美

16　TDM

218 ノモグラム導入による日当直帯におけるバンコマイシンの初期投与設計法の運用
に向けた取り組み
1 北海道大学病院　薬剤部、2 北海道大学病院　感染制御部、
3 北海道大学大学院　薬学研究院
今井　俊吾 1、山田　武宏 1、笠師　久美子 1、宮本　剛典 1、西村　あや子 1、熊井　正貴 1、
齋藤　佳敬 1、石黒　信久 2、井関　健 1,3

219 TDM 実施体制の変更による業務の量的・質的向上
三豊総合病院　薬剤部
近藤　宏樹、陶山　泰治郎、片桐　将志、篠永　浩、加地　努、向井　栄治

220 タクロリムスとアゾール系抗真菌薬の薬物相互作用が疑われた重症筋無力症の
一例（第 3 報）
1 筑波大学附属病院　薬剤部、2 筑波大学　医学医療系
大畑　瞳 1、鈴木　嘉治 1、百　賢二 1,2、石井　亜紀子 2、玉岡　晃 2、本間　真人 1,2

221 肺移植患者におけるイトラコナゾール血中濃度モニタリングとカルシニューリン
阻害薬の薬物動態への影響
1 京都大学医学部附属病院　薬剤部、
2 京都大学医学部附属病院　呼吸器外科
宇賀　尚子 1、松田　裕也 1、矢野　育子 1、米澤　淳 1、増田　智先 1、陳　豊史 2、
伊達　洋至 2、松原　和夫 1

222 タクロリムスおよびシクロスポリン血中濃度測定における ECLIA 法と従来法との
比較検討
九州大学病院　薬剤部
矢野　貴久、山田　孝明、川尻　雄大、牛尾　聡一郎、江頭　伸昭、増田　智先

223 腎移植において術後創傷治癒遅延によりエベロリムスが併用中止となった一例
1 近畿大学医学部附属病院　薬剤部、2 近畿大学医学部附属病院　泌尿器科
吉年　正宏 1、野村　守弘 1、山添　譲 1、齊藤　允孝 2、林　泰司 2
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224 尿中アルブミンがバンコマシンＴＤＭへ及ぼす影響の検討
愛媛大学医学部附属病院　薬剤部
木村　博史、田中　守、田中　亮裕、荒木　博陽

225 ポリスルホン (PS) 膜を用いた持続的血液透析濾過法 (CHDF) 施行患者における
ビアペネムの PK-PD 解析
1 金沢大学大学院　医薬保健学総合研究科、2 金沢大学　医薬保健学域　薬学類、
3 金沢大学附属病院　薬剤部、4 金沢大学附属病院　集中治療部
赤下　学 1,3、保坂　雄斗 2,3、磯田　和也 3、澤本　一樹 1,3、宮本　謙一 1,3、崔　吉道 1,3、
野田　透 4、谷口　巧 4

226 持続的血液濾過透析施行中におけるフェノバルビタールクリアランスの評価と
投与設計
1 千葉大学医学部附属病院　薬剤部、2 千葉大学大学院　医学研究院　小児病態学、
3 千葉大学大学院　医学研究院　救急集中治療医学
鈴木　達也 1、山崎　伸吾 1、高塚　博一 1、竹田　真理子 1、岸本　路子 1、須山　麻衣子 2、
高木　敦子 2、渡邉　栄三 3、鈴木　貴明 1、有吉　範高 1、織田　成人 3、石井　伊都子 1

227 ＶＣＭ初回トラフが高値を示す要因の検討
大阪府済生会　中津病院　薬剤部
三木　芳晃、塚本　啓介、橋間　伸行、高柳　和代、奥村　裕英、桑井　幸雄

228 高速液体クロマトグラフィーを用いたリネゾリドの簡易測定法の確立
1 東邦大学医療センター　大森病院　薬剤部、2 東邦大学医療センター　大橋病院　薬剤部、
3 東邦大学　薬学部　臨床薬学研究室
大谷　真理子 1、花井　雄貴 1、横尾　卓也 1、木村　伊都紀 1、平山　忍 1、小川　美希 2、
東　綾香 3、松尾　和廣 3、小杉　隆祥 1、西澤　健司 1

229 造血器悪性腫瘍領域における発熱性好中球減少症に対するバンコマイシンの目標 
AUC の検討
1 札幌医科大学附属病院　薬剤部、
2 札幌医科大学　医学部　消化器・免疫・リウマチ内科学講座
國本　雄介 1、藤居　賢 1、中田　浩雅 1、野田　師正 1、池田　博 2、石田　禎夫 2、
宮本　篤 1

230 レナリドマイドの TDM の有用性　～ TM-Rev 試験からの報告 2014 ～
1 秋田大学医学部附属病院　薬剤部、2 秋田大学　医学部　血液腎臓膠原病内科学講座
新岡　丈典 1、高橋　直人 2、志田　青慈 2、小林　敬宏 2、鐙屋　舞子 1、澤田　賢一 2、
三浦　昌朋 1
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231 CHDF 施行中におけるバンコマイシンの薬物動態
～クリアランスが腎代替療法に依存しなかった一例～
1 自治医科大学附属病院　薬剤部、2 自治医科大学　医学部　臨床薬理学部門、
3 自治医科大学　移植外科
坂井　亮太 1、大友　慎也 1、牛島　健太郎 2、平田　雄大 3、岡田　憲樹 3、井原　欣幸 3、
浦橋　泰然 3、水田　耕一 3、須藤　俊明 1

17　感染制御

232 地域密着型病院における感染対策への薬剤師の取り組み
1 医療法人　岩切病院　薬剤部、2 医療法人　岩切病院　内科
中村　悦子 1、鶴若　あゆみ 1、鈴木　美恵 1、只野　和歌子 1、伊藤　香織 1、小川　義敬 1、
中嶋　俊之 2

233 緑膿菌耐性化リスク因子の分析と当院での取り組み
1 医療法人讃和会　友愛会病院　薬剤科、2 医療法人讃和会　友愛会病院　看護部、
3 医療法人讃和会　友愛会病院　内科
湊　聖一郎 1、玉利　真舞 1、松吉　昌子 1、松村　綾子 2、島野　千景 3

234 カルバペネム系抗菌薬の適正使用に向けた当院の取り組み
鹿児島赤十字病院　薬剤部
岩下　健一、若松　健太郎、永瀬　ゆり子、内村　仁美、福　竜太朗、松田　剛正

235 病棟管理された軟膏剤の細菌汚染に関する実態調査
1 長崎大学病院　薬剤部、2 長崎大学病院　感染制御教育センター
中川　博雄 1、寺坂　陽子 2、今村　政信 1,2、伊東　潤一 1、室　高広 1、北原　隆志 1、
佐々木　均 1

236 メロペネム（MEPM）の用量増量に伴う副作用発現の検討
久留米大学病院　薬剤部
小森　美佳、酒井　義朗、高橋　誠、有馬　千代子、鶴田　美恵子

237 大腸手術における手術部位感染発生因子の検討
1 愛媛大学医学部附属病院　薬剤部、2 愛媛大学医学部附属病院　感染制御部、
3 愛媛大学医学部附属病院　消化器腫瘍外科
渡邉　真一 1,2、桝田　夏代 2、田中　亮裕 1,2、児島　洋 3、田中　守 1、田内　久道 2、
渡部　祐司 3、荒木　博陽 1

238 毎月の抗菌薬感受性結果を基にした薬剤の選択と適正使用への貢献
1 医療法人渡辺会　大洗海岸病院　薬剤部、2 医療法人渡辺会　大洗海岸病院　臨床検査科
須藤　寛 1、新井　克明 1、清水　範子 1、真家　佑介 1、菊地　麻希 1、杉山　奈津子 1、
森田　輝光 2
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239 成人用肺炎球菌ワクチン接種の有効性
医療法人　立青会　なるかわ病院　薬局
菅生　忠欣

240 神奈川県下 6 施設における抗菌薬使用量と薬剤感受性の検討
1 関東労災病院　薬剤部、2 日本医科大学　武蔵小杉病院　薬剤部、
3 厚木市立病院　薬剤管理指導室、4 横浜市立脳血管医療センター　薬剤部、
5 神奈川県立循環器呼吸器病センター　薬剤科、6 横浜市立市民病院　薬剤部
内田　裕之 1、野口　周作 2、吉田　奈央 2、牧野　淳子 3、岩崎　弥生 3、永井　徹 4、
臼田　誠 4、原　弘士 4、山永　雄介 5、吉村　歩 6、五十嵐　文 6、五十嵐　俊 6

241 当院における抗真菌薬の使用動向と血液培養検体からのカンジダ属菌分離状況に
ついて
1 大阪大学医学部附属病院　薬剤部、2 大阪大学医学部附属病院　感染制御部
宮脇　康至 1,2、薮野　佳小里 1、吉田　寿雄 2、関　雅文 2、朝野　和典 2、竹上　学 1、
三輪　芳弘 1

242 ビーフリード持続投与による Bacillus Cereus 血流感染症リスクの評価
1 群馬大学医学部附属病院　薬剤部、2 群馬大学　大学院医学系研究科　医学教育センター、
3 群馬大学医学部附属病院　看護部、4 群馬大学医学部附属病院　感染制御部、
5 群馬大学大学院　医学系研究科　臨床薬理学
木下　綾子 1、八島　秀明 1、坡下　真大 2、小渕　俊子 3、荻原　貴之 4、荒木　拓也 1,5、
徳江　豊 4、山本　康次郎 1,5

243 カルバペネム薬の用量適正化の取り組み
八戸市立市民病院　薬局
田中　悠子、田村　健悦、南　和志、平賀　元

18　薬剤疫学・副作用・データべース研究

244 躁うつ病の躁状態、躁病、てんかんに伴う性格行動障害を治療するために投与
されたバルプロ酸ナトリウムで脱毛を発症した３症例
1 ホスピタル坂東　薬剤部、2 ホスピタル坂東　こころの診療科
後藤　英和 1、富田　隆 1、文　鐘玉 2、廣瀬　省 2、米島　美穂子 1、小島　千賀子 1、
中西　利恵 1、吉田　正 2、田中　勝也 2、幸田　幸直 1

245 ガレノキサシンの関与が疑われた薬剤性急性好酸球性肺炎の 1 症例
八尾徳洲会総合病院　薬剤部
出羽　祐基、横山　靖法、里岡　達哉、大里　恭章
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246 日米の有害事象自発報告データベースを用いた SMQ 分類による有害事象別性差
の解析
近畿大学　薬学部
乘本　賀世、細見　光一、藤本　麻依、高田　充隆

247 処方箋データベースを用いた HMG-CoA 還元酵素阻害薬であるスタチン系薬剤に
よる睡眠障害の解析
近畿大学　薬学部
高本　真志、藤本　麻依、細見　光一、高田　充隆

248 処方せんデータを用いたスタチン系薬剤と蓄尿症状の関連性についての研究
近畿大学　薬学部
樋口　智也、藤本　麻依、細見　光一、高田　充隆

249 データマイニング手法によるオピオイド受容体鎮痛薬の安全性シグナルの解析
―ペンタゾシンと急性膵炎の関連性―
近畿大学　薬学部
仁田　雅之、細見　光一、藤本　麻依、高田　充隆

250 スタチン系薬剤による糖尿病発症のリスク ‐ 処方せんデータによる解析 ‐
近畿大学　薬学部
狩野　汀、藤本　麻依、細見　光一、高田　充隆

251 PMDA 医薬品副作用データベースを用いた安全性シグナルの解析―横紋融解症、
悪性症候群、アナフィラキシー反応、スティーブンス・ジョンソン症候群、中毒
性表皮壊死症―
近畿大学　薬学部
増井　怜香、細見　光一、藤本　麻依、高田　充隆

252 ワルファリンカリウムの効果に対して V.K 含有中心静脈栄養剤が影響を与えたと
考えられる症例
横浜市立市民病院　薬剤部
吉冨　友里香、五十嵐　文、西別府　弘子、五十嵐　俊、高尾　良洋

253 肝移植後メタボリックシンドローム関連疾患の予防に資する因子の同定に向けた
後ろ向き調査研究
1 大阪大学大学院　薬学研究科、2 大阪大学大学院　医学系研究科
仁木　一順 1、濱田　真弓 1、村田　泰三 2、松村　泰志 2、永野　浩昭 2、伊藤　壽記 2、
上島　悦子 1
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254 重篤な皮疹によりテラプレビルが中止された患者へのシメプレビルを用いた
3 剤併用療法について
能代山本医師会病院　薬剤科
阿部　尚夫、成田　幸樹、信太　英里子、秋元　はづき、中嶋　弘

255 レセプトデータを用いた妊婦への抗不安薬処方と出生児への影響に関する調査
1 高崎健康福祉大学　薬学部　薬剤疫学研究室、2 東京大学　医学部　薬剤疫学講座
岡田　裕子 1、前田　恵里 1、久保田　潔 2、増田　寛樹 1

256 レセプトデータを用いた妊婦への漢方薬及び西洋薬の処方に関する調査
高崎健康福祉大学　薬学部　薬剤疫学研究室
前田　恵里、岡田　裕子、増田　寛樹

257 デノスマブによる低 Ca 血症発現に及ぼす腎機能の影響
九州大学病院　薬剤部
秦　晃二郎、池末　裕明、辻　敏和、渡邊　裕之、三嶋　一登、内田　まやこ、江頭　伸昭、
増田　智先

258 レセプトデータを用いたアトルバスタチンの後発医薬品への切り替えに伴う
アドヒアランスの評価
国際医療福祉大学　薬学部
真野　泰成、福島　将太、黒田　久之、大島　寛之、加藤　芳徳、大内　かおり、
廣澤　伊織、田島　正教、松本　准、山田　治美、百瀬　泰行、池田　俊也、旭　満里子

259 市中肺炎入院患者における入院初期抗菌薬使用状況調査への DPC データの利用
春日井市民病院　薬剤部
栗本　夕夏、稲垣　由加利、坂田　洋

260 ＰＭＤＡ副作用自発報告を利用した安全性速報発出前後の副作用発生状況調査
春日井市民病院　薬剤部
奥田　ユミ、稲垣　由加利、坂田　洋

261 有害事象自発報告データベース (FAERS) からみたアバカビルによる過敏症発症
リスクの民族差の検討
名古屋市立大学大学院　薬学研究科　医薬品安全性評価学分野
小川　喜寛、河合　加奈、西川　良平、頭金　正博

262 気候変化に左右される疾患についての研究
望星平塚薬局
後藤　満美、藤崎　玲子、川嶋　巌、高島　洋子、喜多代　早紀、溝口　智子、
喜多村　拓央、朝日　みのり、石田　麻里子、青島　千紘、三宅　望月
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263 造血幹細胞移植前処置におけるメルファランの点滴時間と有害事象
島根大学医学部附属病院　薬剤部
陶山　登之、玉木　宏樹、井上　昌樹、西村　信弘、直良　浩司

264 有害事象自発報告データベースを利用したフェニトインの薬効に及ぼす諸因子の
解析
1 城西大学　薬学部　薬学科、2 城西国際大学　薬学研究科
永見　希 1,2、根岸　彰生 1、大原　厚祐 2、大島　新司 1、小林　大介 1

265 インフルエンザ治療薬販売量からみた南関東のインフルエンザ発生動向：感染症
週報と薬局販売データの比較
1 日本調剤株式会社　教育情報部、2 帝京平成大学　薬学部、3 ヘルスヴィジランス研究会
福岡　勝志 1、西田　志穂 1、西村　航 2、齋藤　充生 2,3、林　譲 2,3、矢島　毅彦 3

266 PMDA 医薬品副作用データベース (JADER)」を利用した漢方製剤の副作用の解析
1 富士見台調剤薬局、2 東京理科大学　薬学部
下平　秀夫 1、野崎　真由 2、權　娟大 1,2、上村　直樹 1、海保　房夫 2

267 尿路上皮がんに対する GEM および CDDP 併用療法における血小板減少発現に
影響する因子の解析
1 大阪医科大学附属病院　薬剤部、2 大阪医科大学附属病院　腎泌尿器外科
畑　武生 1、片岡　憲昭 1、細見　誠 1、浦嶋　和也 1、小林　豊英 1、後藤　愛実 1、
西原　雅美 1、小村　和正 2、東　治人 2、勝間田　敬弘 1

268 ワクチン有害事象自発報告データの日米比較
一般財団法人　日本医薬情報センター
日野村　靖

19　薬剤経済学

269 医薬分業の進展と 1 日薬剤料の関係の検討
1 パスカル薬局、2 放送大学大学院
横井　正之 1,2、田城　孝雄 2

270 後発医薬品に対しての意識変化～催眠鎮静薬における後発医薬品から先発医薬品
へ戻した事例を踏まえて～
1 東ファーマシー ( 株）ゆうゆう薬局、2 東ファーマシー（株）あずま薬局、
3 アローファーマ（株）潜竜調剤薬局、4 なごみ薬局、5 ケミストアンドファーマシスト、
6 第一薬科大学
水町　隆平 1、大串　彩 1、岡元　みなみ 1、河野　吉昭 1、田代　泰理 1、田辺　晃啓 1、
福田　淳 2、永崎　一樹 3、矢敷　潤 4、香月　信一郎 5、木戸　宏幸 5、湯川　栄二 6
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271 慢性疾患の分析モデルにおける追加ステートの期待価値（Expected Value of 
additional states：EVAS）の定量化と不確実性を含めた評価方法の検討
- Ι度高血圧症を例として -
1 昭和大学　薬学部　病院薬剤学講座、2 慶應義塾大学　薬学部　医薬品情報学講座、
3 クレコンリサーチ＆コンサルティング株式会社　医療アセスメント研究部
内倉　健 1,2、小林　慎 3、橋口　正行 2、望月　眞弓 2

20　薬学教育、薬剤師卒後教育

272 長期実務実習における実習生の態度・身だしなみ評価
―指導薬剤師と実習生における相違―
岩手医科大学　薬学部　実務実習部会
前田　智司、松浦　誠、千葉　健史、中西　真弓、河野　富一、三部　篤、那谷　耕司、
佐塚　泰之、工藤　賢三

273 横浜市立市民病院における新人薬剤師研修ツールの作成
横浜市立市民病院　薬剤部
岡田　七津子、馬場　奈美季、望月　優佑、飛田　始喜恵、杉山　晶子、五十嵐　俊、
高尾　良洋

274 薬学生の「治験」に関する実務実習前後の意識調査
帝京大学　薬学部
今井　芳、古賀　楓、渡部　多真紀、長山　佳之、薮野　桂奈、齋藤　百枝美、
土屋　雅勇

275 禁煙支援を行う薬剤師のための学習ツール：対話スキル向上を目指して
～米国プログラム “Rx for Change” より～
1 横浜薬科大学　薬学部、2 相模台病院　薬剤部
荒木　麻由 1、相澤　政明 2、村田　実希郎 1、難波　昭雄 1、鷲見　正宏 1

276 薬学生のフィジカルアセスメントに関する技能評価とアンケート分析
九州保健福祉大学　薬学部　薬学科
白野　ひとみ、徳永　仁、釜崎　渉、高村　徳人、緒方　賢次、瀬戸口　奈央、
佐藤　圭創

277 病院実務実習に於ける「プロトコルに基づく薬物治療管理」の作成
一般財団法人　住友病院　薬剤部
豊濱　隆、鈴木　裕貴、延藤　勇、北尾　善信
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278 新人薬剤師学習支援ツールの電子化の試み（第二報）～新人薬剤師学習支援
電子化ツールのアンケート調査による評価～
1 摂南大学　薬学部　医療薬学研究室、2 デイスター・テクノロジーズ株式会社
横山　卓馬 1、吉田　衣里 1、中野　祥子 1、石間　正俊 2、麻生　正樹 2、首藤　誠 1、
高田　雅弘 1

279 薬剤師としての職能育成を目指す ICT 教育
福岡大学　薬学部
鐘江　早紀

280 添付文書および医薬品インタビューフォームを基にした現場で活かせる血中薬物
濃度シミュレーションの概念を習得させるための学生実習
日本大学　薬学部　臨床薬物動態学研究室
古沢　紗綾香、大村　由花、井藤　里奈、青山　隆彦、小山　由美、松本　宜明

281 外科病棟における体験実習の概要と問題点
新潟大学医歯学総合病院　薬剤部
多川　洋史、笹原　浩康、荒川　圭子、丸山　精一、外山　聡、佐藤　博

282 地域合同で行う薬学実習生の実習報告会の開催と保険調剤薬局と病院薬剤師から
見た評価
1 阪南市民病院　薬剤部、2 泉南薬剤師会　くるみ薬局、3 泉南薬剤師会　津田薬局、
4 泉南薬剤師会　聖芳薬局、5 泉南薬剤師会　あしたば薬局
町谷　安紀 1、八田　守也 2、津田　麗子 3、岩崎　三紀 4、池　喜章 5、中埜　晴美 1

283 薬剤師の病棟業務における非言語コミュニケーションに関する研究
1 金城学院大学　薬学部、2 富山大学 薬学部、3 市立砺波総合病院
大嶋　耐之 1、仲山　千佳 1,2、新田　敦美 2、舘　美幸 3、がけ　晋太郎 3、高畑　英信 2,3

284 第一薬科大学におけるフィジカルアセスメントへの取り組み
1 第一薬科大学　実務実習教育センター、2 第一薬科大学　社会薬学教室
安藤　伸一郎 1、湯川　栄二 1、大光　正男 1、香月　正明 1、小武家　優子 2、吉武　毅人 2

285 病院薬剤部における人材育成プログラムの編成
1 東北大学大学院　薬学研究科、2 東北大学病院　薬剤部、
3 鳥取大学医学部附属病院　薬剤部
村井　ユリ子 1,2、佐藤　真由美 2、久道　周彦 2、松浦　正樹 2、木皿　重樹 2、中川　直人 2、
吉田　真貴子 2、富岡　佳久 1,2、島田　美樹 3、眞野　成康 1,2

286 薬学部一年生の薬剤師に対するイメージ調査：模擬患者とのセッション後の
レポートから
城西国際大学　薬学部
竹平　理恵子、小澤　実香、佐田　宏子、山村　重雄
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287 薬剤師による術後せん妄の評価
1 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部、2 名古屋大学病院　腫瘍外科学
宮川　泰宏 1、福澤　翔太 1、永井　拓 1、横山　幸浩 2、梛野　正人 2、山田　清文 1

288 術後せん妄と血清 Na 値変動との関連性
1 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部、2 名古屋大学医学部附属病院　腫瘍外科学
福澤　翔太 1、宮川　泰宏 1、矢野　亨治 1、永井　拓 1、横山　幸浩 2、梛野　正人 2、
山田　清文 1

289 患者の立場からみた口腔内崩壊錠の有用性についての検討
1 大阪薬科大学　薬学部　薬学科、2 神戸市立医療センター　西市民病院　薬剤部
星川　裕佳子 1,2、濱　宏仁 2、吉田　恵里 2、嶋本　藍 2、藤井　忍 1、福永　理己郎 1、
新田　剛 1、田中　詳二 2

290 市販とろみ調整食品を使用したとろみ水の物性評価
1 福岡大学　薬学部、2 第一薬科大学
萩原　里美 1、杉本　唯衣 1、湯川　美穂 1、川原　光喜 1、池田　浩人 1、湯川　栄二 2、
安藝　初美 1

291 抗がん薬調製手技の標準化への取り組み
国立病院機構　千葉医療センター
押賀　充則、佐藤　仁宣、平野　光枝、山口　正和、加藤　一郎

292 慢性肝障害マウスの肝再生過程における Cytochrome P450 の役割
星薬科大学　薬学部　薬動学教室
落合　和、廣瀬　紹代、山本　裕果、涌井　希美、高橋　あゆみ、高橋　佑介、
三木　崚介、五十嵐　信智、杉山　清

293 PXR のスプライシングバリアントが及ぼす薬物代謝酵素の発現量への影響
星薬科大学大学院　薬動学教室
三木　崚介、福田　麻里、加藤　春香、五十嵐　信智、落合　和、杉山　清

294 マウス ES 細胞における CYP2R1 および CYP26A1 の一過性発現は肝芽細胞への
分化を促進する
星薬科大学　薬学部　薬動学教室
廣瀬　紹代、山本　裕果、涌井　希美、高橋　あゆみ、高橋　佑介、三木　崚介、
五十嵐　信智、落合　和、杉山　清
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295 薬剤師による研究の質の変遷に関する研究―過去 10 年間の学会抄録より―
1 千葉大学大学院　薬学研究院　実務薬学研究室、2 千葉大学　薬学部、
3 国立国際医療研究センター　医療情報解析研究部
佐竹　尚子 1、岡部　裕之 2、大久保　正人 1、鈴木　知子 3、関根　祐子 1

296 Tris(2-ethylhexyl)trimellitate (TOTM) の生物学的作用
1 日本薬科大学　薬学部　薬学科、2 長崎国際大学　薬学部　薬学科
岩瀬　晴信 1、仮屋薗　博子 2、大磯　茂 2、中村　和男 1

297 医療の質を示す指標 (Quality Indicator) 改善に関する研究
1 日本薬科大学　薬学部　医療ビジネス薬科学科、
2 聖路加国際大学　情報システムセンター　 情報室
大山　良治 1、有末　友三子 1、脇田　紀子 1,2

298 最近 10 年間の診療医療費と薬局調剤医療費の動向分析
日本大学　薬学部
亀井　美和子

299 糖原病 Ib 型患者 iPS 細胞を用いた好中球病態モデルの作成
1 名古屋市立大学　薬学部　薬学科　臨床薬学教育研究センター、
2 名古屋市立大学大学院　薬学研究科　臨床薬学分野、
3 金城学院大学　薬学部　実務医療系分野
宮野　百合香 1、大手　万理子 1、佐藤　大介 2、前田　徹 3、中村　克徳 1,2、松永　民秀 1,2

300 HBV 持続感染を再現する効率的な培養細胞評価系の開発に関する研究
1 名古屋市立大学　薬学部　薬学科　臨床薬学教育研究センター、
2 名古屋市立大学大学院　薬学研究科　臨床薬学分野、
3 名古屋市立大学大学院　医学研究科　ウイルス学分野
中野　靖久 1、佐藤　大介 2、宮野　百合香 1、阿武　志保 1、田中　靖人 3、村上　周子 3、
中村　克徳 1,2、松永　民秀 1,2

301 高機能抗がん剤自動混合調製装置の開発
1 東北大学病院　薬剤部、2 株式会社　ユニバーサル技研
久道　周彦 1、佐藤　真由美 1、松浦　正樹 1、木皿　重樹 1、斉藤　数弘 2、田中　明 2、
井上　明宏 2、加藤　雅之 2、眞野　成康 1
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